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Ⅰ 調査の概要

１－１ 調査の目的

この調査は、伊勢市における人権施策に関する市民の意見を把握し、伊勢市人権施策基本方針策

定の基礎資料とすることを目的に実施した。

１－２ 調査の設計

本調査は、下記の設計で実施した。

１－３ 回収結果

１－４ 報告書の見方

１ 比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのためパーセン

トの合計が100％にならないことがある。

２ 基数となるべき実数は、「件数（ｎ）」として掲載した。比率は、この件数を 100％として算出し

ており、集計表の上段は実数、下段は％となっている。

３ 複数回答が可能な質問では、比率算出の基数は回答者数（票数）とし、その項目を選び○印をつ

けた人が全体からみて何％なのかという見方をした。そのため、各項目の比率の合計は 100％を超

える場合がある。

４ 本報告書の表の見出し及び文章中での回答選択肢の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略化して

掲載している場合がある。

５ グラフについて、シングルアンサーは無回答を含み、マルチアンサーは無回答を含んでいない。

対象者 市内在住の 16歳以上 90歳以下の市民

抽出方法 単純無作為抽出

調査方法 郵送による調査票配布、郵送回収、Web回収

調査期間 令和４年12月５日～令和４年12月 23日

配布数 3,500 件

有効回収数 1,328 件

回収内訳 郵送回収：1,156 件 Web回収：172件

回収率 37.9％
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Ⅱ 調査結果

1 差別や人権侵害について

問1. あなたは差別や人権侵害をしたことがありますか。

差別や人権侵害をしたことがあるかについては、「ある」が15.7％、「ない」が83.4％となってい

る。

15.7

83.4

0.8
(n=1,328)

ある ない 無回答
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＜性別・年代別＞

性別でみると、「男性・女性と答えることに抵抗を感じる人」は、「ある」（38.5％）が高くなって

いる。

年代別でみると、３０歳代は、「ある」（28.4％）が高くなっており、１０歳代では「ある」（5.3％）

が低くなっている。

n=

全体 1,328

男性 570

女性 663

男性・女性と答えるこ
とに抵抗を感じる人

13

無回答 82

１０歳代 38

２０歳代 66

３０歳代 109

４０歳代 152

５０歳代 188

６０歳代 240

７０歳代 301

８０歳以上 158

無回答 76

15.7

15.8

14.8

38.5

19.5

5.3

9.1

28.4

18.4

18.6

15.0

12.3

12.0

19.7

83.4

83.3

84.6

61.5

78.0

94.7

90.9

71.6

80.9

81.4

84.2

86.4

86.7

77.6

0.8

0.9

0.6

2.4

0.7

0.8

1.3

1.3

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 無回答
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問 1-1．【問 1で「ある」とお答えになった方にお尋ねします。】

その差別や人権侵害は、どのような理由によるものでしたか。

次の中からあてはまるものをすべて選んで○をつけてください。

差別や人権侵害がどのような理由によるものかについては、「思想・信条・宗教」（31.1％）が最

も高く、次いで「同和問題（部落差別）」（27.3％）、「逮捕・犯罪」（25.8％）、「人種」（23.4％）、「学

歴」（19.6％）、「知的障がい」（19.6％）となっている。

学歴

職業

人種

思想・信条・宗教

収入・財産

母子・父子家庭、両親なし

精神の障がい

身体の障がい

知的障がい

病気

同和問題（部落差別）

逮捕・犯罪

子どもであること

高齢者であること

女性であること、男性であること

LGBTなど

その他

19.6

19.1

23.4

31.1

10.0

7.7

17.2

14.4

19.6

6.2

27.3

25.8

7.2

8.1

17.2

6.7

13.9

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ=209

※１

※１ 同性が好きな人や、自分の性に違和感を覚える人などのことをいいます。ＬＧＢＴと表現されることもあり、

女性同性愛者（レズビアン：L)、男性同性愛者（ゲイ：Ｇ）、両性愛者（バイセクシュアル：Ｂ）、体の性と心

の性が違う人（トランスジェンダー：Ｔ）の頭文字をとっています。
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問2. あなたは差別や人権侵害を受けたことがありますか。

差別や人権侵害を受けたことがあるかについては、「ある」が 20.6％、「ない」が 78.4％となって

いる。

20.6

78.4

1.1
(n=1,328)

ある ない 無回答
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＜性別・年代別＞

性別でみると、「男性・女性と答えることに抵抗を感じる人」は、「ある」（30.8％）が高くなって

いる。

年代別でみると、３０歳代は、「ある」（33.9％）が高くなっており、１０歳代では「ある」（10.5％）

が低くなっている。

n=

全体 1,328

男性 570

女性 663

男性・女性と答えるこ
とに抵抗を感じる人

13

無回答 82

１０歳代 38

２０歳代 66

３０歳代 109

４０歳代 152

５０歳代 188

６０歳代 240

７０歳代 301

８０歳以上 158

無回答 76

20.6

15.4

23.5

30.8

30.5

10.5

18.2

33.9

21.1

22.9

23.8

14.6

12.7

31.6

78.4

83.5

75.6

69.2

67.1

89.5

81.8

65.1

78.3

75.0

75.4

84.7

86.1

65.8

1.1

1.1

0.9

2.4

0.9

0.7

2.1

0.8

0.7

1.3

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 無回答
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問 2-1. 【問２で「ある」とお答えになった方にお尋ねします。】

その差別や人権侵害は、どのような理由によるものでしたか。

次の中からあてはまるものをすべて選んで○をつけてください。

差別や人権侵害がどのような理由によるものかについては、「女性であること、男性であること」

（29.7％）が最も高く、次いで「学歴」（25.3％）、「職業」（17.2％）、「収入・財産」（14.7％）、「思

想・信条・宗教」（9.2％）となっている。

学歴

職業

人種

思想・信条・宗教

収入・財産

母子・父子家庭、両親なし

精神の障がい

身体の障がい

知的障がい

病気

同和問題（部落差別）

逮捕・犯罪

子どもであること

高齢者であること

女性であること、男性であること

LGBTなど

その他

25.3

17.2

7.0

9.2

14.7

7.7

5.5

7.0

4.4

8.1

5.9

1.1

6.6

4.8

29.7

1.1

24.2

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ=273
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2 人権全般に対する意識について

問3. あなたは、人権や人権問題についてどのような印象をお持ちですか。

あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

人権や人権問題についての印象については、「誰でも関わる問題」（81.1％）が最も高く、次いで

「わからない」（8.1％）、「一部の人々の問題」（6.1％）となっている。

6.1

81.1

1.5
8.1

3.2
(n=1,328)

一部の人々の問題 誰でも関わる問題
その他 わからない
無回答



9

＜性別・年代別＞

性別でみると、「男性・女性と答えることに抵抗を感じる人」は、「誰でも関わる問題」（92.3％）

の割合が高くなっている。

年代別でみると、２０～４０歳代は「誰でも関わる問題」が約９割で高くなっている。

n=

全体 1,328

男性 570

女性 663

男性・女性と答えるこ
とに抵抗を感じる人

13

無回答 82

１０歳代 38

２０歳代 66

３０歳代 109

４０歳代 152

５０歳代 188

６０歳代 240

７０歳代 301

８０歳以上 158

無回答 76

6.1

7.7

4.7

7.3

5.3

6.1

3.7

1.3

5.3

5.0

8.6

10.8

5.3

81.1

79.6

82.5

92.3

78.0

86.8

89.4

89.9

90.8

84.6

82.5

76.7

62.7

81.6

1.5

1.2

1.5

7.7

2.4

1.3

1.6

2.1

2.0

1.9

1.3

8.1

8.2

8.6

3.7

7.9

4.5

5.5

5.9

6.9

6.3

9.6

17.1

2.6

3.2

3.2

2.7

8.5

0.9

0.7

1.6

4.2

3.0

7.6

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一部の人々の問題 誰でも関わる問題 その他 わからない 無回答
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問4. あなたは、国民一人ひとりの人権尊重の意識は、10 年前に比べて高くなっていると思います

か。あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

国民一人ひとりの人権尊重の意識は10 年前と比べてどう思うかについては、「やや高くなってい

る」（44.7％）が最も高く、次いで「変わっていない」（31.1％）、「非常に高くなっている」（11.4％）、

「やや低くなっている」（5.5％）となっている。

11.4

44.7

31.1

5.5
3.6 3.7

(n=1,328)

非常に高くなっている やや高くなっている

変わっていない やや低くなっている

低くなっている 無回答
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＜性別・年代別＞

性別では大きな差は見られなかった。

年代別でみると、３０～５０歳代では「非常に高くなっている」が１割半ばで比較的高く、３０～

４０歳代では「やや高くなっている」が５割半ばで比較的高くなっている。

n=

全体 1,328

男性 570

女性 663

男性・女性と答えるこ
とに抵抗を感じる人

13

無回答 82

１０歳代 38

２０歳代 66

３０歳代 109

４０歳代 152

５０歳代 188

６０歳代 240

７０歳代 301

８０歳以上 158

無回答 76

11.4

13.2

10.6

7.7

7.3

10.5

10.6

16.5

16.4

16.5

6.7

9.6

10.8

6.6

44.7

43.3

46.5

46.2

39.0

47.4

48.5

54.1

53.3

41.0

40.4

44.5

40.5

40.8

31.1

30.7

31.4

30.8

31.7

31.6

30.3

22.0

24.3

32.4

38.8

28.9

34.2

32.9

5.5

5.8

5.1

7.3

6.1

3.7

3.9

5.9

5.4

7.6

5.1

5.3

3.6

3.5

3.3

7.7

6.1

7.9

3.0

2.8

1.3

2.7

4.6

4.7

2.5

5.3

3.7

3.5

3.2

7.7

8.5

2.6

1.5

0.9

0.7

1.6

4.2

4.7

7.0

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常に高くなっている やや高くなっている 変わっていない

やや低くなっている 低くなっている 無回答
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問4-1 【問 4で「4 やや低くなっている」、又は「5 低くなっている」と答えた方にお聞きし

ます。】

そう思われた理由はどのようなことですか。次の中からあてはまるものを選んで○をつけ

てください。（複数回答可）

人権尊重の意識が低いと思った理由については、「インターネットやSNS（※２）で誹謗中傷（※

３）の書き込みをする人が増えたから」（68.6％）が最も高く、次いで「自分勝手で他人のことを考

えない人が増えたから」（66.1％）、「人権問題に無関心な人や他人事であるという意識の人が増えた

から」（52.1％）、「女性、子ども、障がい者、高齢者などに対する虐待や暴力が増えたから」（36.4％）、

「学校でのイジメや教師による体罰などが増えたから」（34.7％）となっている。

自分勝手で他人のことを
考えない人が増えたから

地域や職場で、イジメや嫌がらせ、うわさ話
などで人を傷つける人が増えたから

人権問題に無関心な人や他人事で
あるという意識の人が増えたから
インターネットやSNSで誹謗中傷
の書き込みをする人が増えたから

女性、子ども、障がい者、高齢者などに
対する虐待や暴力が増えたから

 学校でのイジメや教師による
体罰などが増えたから

新型コロナウイルス感染症などの感染症に
関わる差別や誹謗中傷が生じているから

その他

66.1

33.1

52.1

68.6

36.4

34.7

29.8

12.4

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ=121

※２ Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略で、インターネット上で社会的

なネットワークを作り出すサービスのこと。Twitter（ツイッター）、Facebook（フェイスブック）、LINE（ラ

イン）、Instagram（インスタグラム）などがあります。

※３ 根拠のない悪口を言いふらして、他人を傷つけること。
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問5. 人権、差別については様々な考え方があります。あなたはどのように考えますか。

A～I のそれぞれについて、あてはまる回答の数字に一つだけ〇をつけてください。

人権、差別に対する様々な考え方ついてどう思うかについて、「そう思う」の割合が最も高いのは

「D 差別される人の言葉をきちんと聞く必要がある」（53.4％）となっており、次いで「A 差別

は、人間として最も恥ずべき行為の一つである」（50.0％）、「E あらゆる差別をなくすために、行

政は努力する必要がある」（43.9％）となっている。

一方で、「そう思わない」の割合が最も高いのは「H 人権問題とは、差別を受ける人の問題であっ

て自分には関係がない」（47.4％）となっており、次いで「C 差別だという訴えを、いちいち取り上

げていたらきりがない」（17.8％）となっている。

A
差別は、人間として最も恥ずべき
行為の一つである

(n=1,328)

B 差別は法律で禁止する必要がある (n=1,328)

C
差別だという訴えを、いちいち
取り上げていたらきりがない

(n=1,328)

D
差別される人の言葉をきちんと

聞く必要がある
(n=1,328)

E
あらゆる差別をなくすために、行政は
努力する必要がある

(n=1,328)

F
人権や権利ばかり主張して、がまん
することができない人が増えている

(n=1,328)

G
誰もが自分の人権についてもっと学ぶ
機会をもつべきだ

(n=1,328)

H
人権問題とは、差別を受ける人の
問題であって自分には関係がない

(n=1,328)

I
思いやりや、やさしさをみんなが
もてば人権問題は解決する

(n=1,328)

50.0

25.5

10.6

53.4

43.9

22.0

35.1

8.7

34.1

36.4

31.1

20.9

34.6

35.3

31.5

42.2

6.2

30.0

10.6

33.5

35.0

8.2

15.5

32.9

17.8

19.7

22.9

0.8

3.5

13.0

0.7

1.8

5.2

1.6

15.9

5.2

0.5

4.1

17.8

1.0

1.2

6.1

0.9

47.4

6.0

1.7

2.3

2.7

2.2

2.3

2.3

2.4

2.1

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

無回答
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問6. 人権に関する問題をめぐって、さまざまな意見があります。あなたはどのように思いますか。

A～J のそれぞれについて、あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

人権に関する問題のさまざまな意見に対してどう思うかについて、「そう思う」の割合が最も高い

のは「Ｊ 家族、友人などが性的マイノリティ（※１）であることがわかった場合、これまでと同じ

ように接することができる」（33.6％）となっており、次いで「E 議員や管理職の女性の占める割合

が低いのは問題だ」（24.5％）、「F 私は友人が HIV(エイズ)（※４）に感染していることがわかって

も、これまでと同じようにつき合っていける」（23.5％）となっている。

一方で、「そう思わない」の割合が最も高いのは「G 子どものしつけのためには、体罰はやむを得

ない」（36.8％）となっており、次いで「C 外国人は仕事をする上で、少々待遇が悪くても仕方がな

い」（35.8％）、「H 罪を犯した人の家族が非難されるのは やむを得ない」（34.9％）となっている。

A
そっとしておけば、部落差別は自然になくなって

いくので、人権教育や人権啓発はしない方がよい
(n=1,328)

B
障がい者を雇用する義務を果たしていない会社には、
厳しい罰則を与えるべきだ

(n=1,328)

C
外国人は仕事をする上で、少々待遇が悪くても
仕方がない

(n=1,328)

D 母親は育児に専念したほうがよい (n=1,328)

E 議員や管理職の女性の占める割合が低いのは問題だ (n=1,328)

F
私は友人が HIV(エイズ)に感染していることが

わかっても、これまでと同じようにつき合っていける
(n=1,328)

G 子どものしつけのためには、体罰はやむを得ない (n=1,328)

H 罪を犯した人の家族が非難されるのは やむを得ない (n=1,328)

I
認知症高齢者の自由に制限を加えることは

時としてやむを得ない
(n=1,328)

J
家族、友人などが性的マイノリティ（※1）であることが
わかった場合、これまでと同じように接することができる

(n=1,328)

13.0

9.3

7.6

10.7

24.5

23.5

7.0

6.6

13.1

33.6

17.1

18.1

8.9

10.9

28.4

27.3

13.6

12.5

36.4

25.5

28.1

47.6

23.9

29.6

32.3

36.1

25.3

24.5

30.9

31.0

16.2

11.2

21.0

12.7

6.3

5.0

13.9

18.6

7.5

4.1

22.8

11.1

35.8

33.1

5.6

4.0

36.8

34.9

8.7

2.3

2.8

2.8

2.8

2.9

3.0

4.1

3.4

2.9

3.4

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

無回答

※１ 同性が好きな人や、自分の性に違和感を覚える人などのことをいいます。ＬＧＢＴと表現されることもあり、

女性同性愛者（レズビアン：L)、男性同性愛者（ゲイ：Ｇ）、両性愛者（バイセクシュアル：Ｂ）、体の性と心

の性が違う人（トランスジェンダー：Ｔ）の頭文字をとっています。

※４ ヒト免疫不全ウイルスのことで、このウイルスに感染することによって免疫の機能が著しく低下して発症する

のがエイズ（AIDS：後天性免疫不全症候群）です。感染力は弱く、血液や体液を介して感染します。感染した

としても体内での増殖を抑える治療薬が開発されており、エイズに進行する患者は少なくなっています。
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3 障がいのある人の人権について

問7. 例えば、あなたが住んでいる地域に、障がい者のための生活施設の建設を計画したところ、

地域の住民から反対運動が起こってきました。こうした住民の態度について、あなたはどの

ように思いますか。あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

住民の態度についてどう思うかについては、「障がい者が、地域住民とともに生活するのは当然の

ことであり、それに反対するのは、人権を侵害している」（52.0％）が最も高く、次いで「どちらと

もいえない」（31.3％）、「自分たちの生活を守ろうとしているのであって、人権を侵害しているとは

いえない」（14.5％）となっている。

52.0

14.5

31.3

2.2
(n=1,328)

障がい者が、地域住民とともに生活するのは当然のこと

であり、それに反対するのは、人権を侵害している

自分たちの生活を守ろうとしているのであって、

人権を侵害しているとはいえない

どちらともいえない

無回答
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問8. 障がい者の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

次の中から必要だと思うものを選んで、○をつけてください。（複数回答可）

障がい者の人権が守られるために必要だと思うことについては、「企業等での雇用など働く場を広

げる」（59.0％）が最も高く、次いで「必要な情報を容易に入手し、本人の意志に基づいて生活でき

るよう支援する」（57.8％）、「建物や公共交通機関のバリアフリー（※５）を推進する」（54.7％）、

「障がいの有無に関わらず、互いに交流できる機会を積極的に設ける」（53.5％）、「医療・福祉サー

ビスを充実する」（50.6％）となっている。

障がいのある人に対する
教育・啓発を充実する

企業等での雇用など働く場を広げる

医療・福祉サービスを充実する

 建物や公共交通機関のバリアフリー
を推進する

スポーツや文化活動等に参加しやすくする

障がいの有無に関わらず、互いに
交流できる機会を積極的に設ける

必要な情報を容易に入手し、本人の意志に
基づいて生活できるよう支援する

その他

45.2

59.0

50.6

54.7

33.9

53.5

57.8

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ｎ=1,328

※５ 人が社会に参加する上での障壁（バリア）をなくすこと。
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4 高齢者の人権について

問9. ある一人の高齢者がアパートに入居しようとしたところ、高齢を理由に入居できませんでし

た。このことについて、あなたはどのように思いますか。

あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

高齢を理由にアパートに入居できないことについてどう思うかについては、「どちらともいえない」

（38.0％）が最も高く、次いで「高齢者という理由だけで、入居できないのは、人権侵害だ」（34.4％）、

「高齢者の一人暮らしは、リスクが高いため、オーナーが入居を拒否するのは、しかたない」（24.5％）

となっている。

34.4

24.5

38.0

3.2
(n=1,328)

高齢者という理由だけで、入居できないのは、
人権侵害だ

高齢者の一人暮らしは、リスクが高いため、
オーナーが入居を拒否するのは、しかたない

どちらともいえない

無回答



18

問10. 高齢者の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

次の中から必要だと思うものを選んで、○をつけてください。（複数回答可）

高齢者の人権が守られるためには何が必要だと思うかについては、「高齢者の日常生活等の支援策

を充実する」（63.3％）が最も高く、次いで「高齢者を地域で支える体制づくりを推進する」（60.8％）、

「高齢者が能力や知識、経験を活かし活躍できるよう、再就職先などを用意する」（48.7％）、「高齢

者を狙った犯罪の防止など、高齢者の権利や生活を守る制度を充実する」（47.7％）、「建物や公共交

通機関のバリアフリーを推進する」（47.5％）となっている。

高齢者に対する理解を深める
教育・啓発を充実する

高齢者が能力や知識、経験を活かし活躍
できるよう、再就職先などを用意する

建物や公共交通機関の
バリアフリーを推進する

高齢者を狙った犯罪の防止など、高齢者の
権利や生活を守る制度を充実する

高齢者と他の世代との交流をはかる

高齢者の日常生活等の支援策を充実する

高齢者を地域で支える体制づくりを
推進する

その他

35.1

48.7

47.5

47.7

38.6

63.3

60.8

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ｎ=1,328
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5 女性の人権について

問11. ある家族で、身体が不自由になった父親の介護を誰がするかで、意見がわかれました。息子

は、介護などの仕事は女性がするべきだと主張し、結局息子の妻と妹が世話をすることにな

りました。このような息子の態度について、あなたはどのように思いますか。

あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

息子の態度についてどう思うかについては、「女性というだけで、介護をしなくてはいけないとい

う考えは、人権を侵害している」（73.6％）が最も高く、次いで「どちらともいえない」（20.4％）、

「介護は女性に向いている仕事なので、人権を侵害しているとはいえない」（3.8％）となっている。

73.6

3.8

20.4

2.3 (n=1,328)

女性というだけで、介護をしなくてはいけない
という考えは、人権を侵害している

介護は女性に向いている仕事なので、
人権を侵害していると はいえない

どちらともいえない

無回答
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問12. 女性の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

次の中から必要だと思うものを選んで、○をつけてください。（複数回答可）

女性の人権が守られるために必要だと思うことについては、「女性が社会に進出しやすくするため、

男性の育休などを積極的に推進する」（66.2％）が最も高く、次いで「男女平等や性についての教育・

啓発を充実させる」（59.5％）、「犯罪の取締りを強化する」（37.1％）、「被害者自立のための経済的

支援を行う」（35.4％）、「被害女性を支援し、暴力に対する市民運動を盛り上げる」（29.5％）とな

っている。

男女平等や性についての
教育・啓発を充実させる

犯罪の取締りを強化する

女性が社会に進出しやすくするため、
男性の育休などを積極的に推進する

被害女性を支援し、暴力に対する
市民運動を盛り上げる

被害者自立のための経済的支援を行う

マスメディア（新聞・テレビ等）が
自主的に倫理規定を促進する

過激な内容のビデオソフト、ゲーム
ソフト等の販売や貸出を制限する

その他

59.5

37.1

66.2

29.5

35.4

21.4

25.7

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ｎ=1,328
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6 子どもの人権について

問13. ある家族で保護者が「しつけ」と称して自分の子どもを叩いたり、暴力を振う行為があった

とします。このような行為について、あなたはどのように思いますか。

あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

「しつけ」と称する暴力行為についてどう思うかについては、「自分の子どもであっても叩いたり

することは児童虐待である」（53.5％）が最も高く、次いで「どちらともいえない」（34.6％）、「自

分の子どもの「しつけ」であればたたいたりしてもかまわない」（7.9％）となっている。

7.9

53.5

34.6

3.9 (n=1,328)

自分の子どもの「しつけ」であれば
たたいたりしてもかまわない

自分の子どもであっても叩いたりする
ことは児童虐待である

どちらともいえない

無回答



22

問14. 子どもの人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

次の中から必要だと思うものを選んで、○をつけてください。（複数回答可）

子どもの人権が守られるために必要だと思うことについては、「保護者の人権意識の向上」（59.2％）

が最も高く、次いで「地域の人々による地域の子ども達への関心を持った声かけ・指導等」（51.8％）、

「学校での道徳教育の推進」（49.8％）、「研修会の実施等による教師の資質・能力の向上」（46.6％）、

「スクールカウンセラー（相談員）の配置等学校における相談体制の広報と充実」（40.6％）となっ

ている。

学校での道徳教育の推進

研修会の実施等による
教師の資質・能力の向上

体罰禁止の徹底

保護者の人権意識の向上

地域の人々による地域の子ども達への
関心を持った声かけ・指導等

スクールカウンセラー（相談員）の配置
等学校における相談体制の広報と充実

子どもの人権を守るための
啓発・広報活動の推進

その他

49.8

46.6

39.9

59.2

51.8

40.6

38.5

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ｎ=1,328
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7 外国人の人権について

問15. ある外国人がアルバイトをしようと面接を受けたところ、能力や適正ではなく国籍を理由に

断られてしまいました。このような行為について、あなたはどのように思いますか。

あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

国籍を理由にアルバイトを断られたことについてどう思うかについては、「能力や適性ではなく、

国籍を理由にアルバイトを断るのは、人権侵害だ」（57.3％）が最も高く、次いで「どちらともいえ

ない」（28.9％）、「国により、文化や宗教などが違うため、国籍でアルバイトを断るのは、しかたな

い」（10.9％）となっている。

57.3

10.9

28.9

2.9 (n=1,328)

能力や適性ではなく、国籍を理由に

アルバイトを断るのは、人権侵害だ

国により、文化や宗教などが違うため、国籍で

アルバイトを断るのは、しかたない

どちらともいえない

無回答
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問16. 伊勢市は観光都市として、多くの外国人が訪れます。訪れた外国の方が気持ちよく観光をし

てもらうには、お互いに文化的背景を理解、協力し合うことが大切です。伊勢市も『多文化

共生社会』を目指しています。外国人の人権が守られ、多文化共生社会が実現するためには、

どのような取組が必要だと思いますか。

次の中から必要だと思うものを選んで、○をつけてください。（複数回答可）

外国人の人権が守られ多文化共生社会が実現するために必要だと思う取組については、「外国語で

の相談窓口の設置」（64.8％）が最も高く、次いで「道路案内などの外国語表示（情報の多言語化）」

（55.0％）、「日本人等と多文化交流するイベントなどを開催」（52.2％）、「学校で外国文化や宗教の

啓発・教育を行う」（49.2％）、「日本語教室の開催」（34.5％）となっている。

学校で外国文化や宗教の
啓発・教育を行う

日本人等と多文化交流する
イベントなどを開催

外国語での相談窓口の設置

道路案内などの外国語表示
（情報の多言語化）

日本語教室の開催

海外留学を斡旋し、日本人が
外国の文化を学ぶ

企業に外国文化や宗教を理解して
もらうよう、啓発を行う

その他

49.2

52.2

64.8

55.0

34.5

28.8

29.4

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ｎ=1,328
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8 同和問題（部落差別）について

問17. 仮に、あなた自身が恋愛をし、結婚したいと願っている相手がいたとします。しかし、相

手が同和地区（※６）の出身だったことがわかり、家族から結婚しないように言われまし

た。このことについて、あなたはどのように思いますか。

あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

同和地区出身のために家族から結婚を反対されることをどう思うかについては、「同和地区出身だ

からといって、結婚を反対されるのは、おかしい」（55.7％）が最も高く、次いで「どちらともいえ

ない」（31.0％）、「家族がそう言うならしかたない」（9.2％）となっている。

55.7

9.2

31.0

4.1 (n=1,328)

同和地区出身だからといって、結婚を反対されるのは、

おかしい

家族がそう言うならしかたない

どちらともいえない

無回答

※６ 日本社会の歴史的過程の中で形づくられた身分的差別などによって、経済的、社会的、文化的に低い状態を強

いられてきた地区のこと。
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問18. 同和問題を解決するためには、どのような取り組みが必要だと思いますか。

次の中から必要だと思うものを選んで、○をつけてください。（複数回答可）

同和問題を解決するためにはどのような取り組みが必要だと思うかについては、「学校で同和問題

について教育を行う」（48.6％）が最も高く、次いで「同和問題を正しく理解してもらうため、研修

会を行う」（44.6％）、「地域の人々に協力してもらい、同和問題の解決に取り組む」（31.9％）、「相

談窓口を設置し、その周知を行う」（28.5％）、「何も啓発・教育などを行わず、そのまま同和問題が

消え去るのを待つ」（18.1％）となっている。

学校で同和問題について教育を行う

相談窓口を設置し、その周知を行う

何も啓発・教育などを行わず、
そのまま同和問題が消え去るのを待つ

同和問題について、マスメディアなどに
情報を発信してもらう

地域の人々に協力してもらい、
同和問題の解決に取り組む

同和問題を正しく理解してもらう
ため、研修会を行う

その他

48.6

28.5

18.1

17.9

31.9

44.6

10.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ｎ=1,328
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9 インターネットによる人権侵害

問19. 他人に対してSNS上で誹謗中傷がありました。このことについて、あなたはどのように思

いますか。あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

他人に対して SNS 上で誹謗中傷があることをどう思うかについては、「誹謗中傷をするのは、人

権侵害に該当する」（81.1％）が最も高く、次いで「どちらともいえない」（13.9％）、「表現の自由

（※７）から、人権侵害には該当しない」（1.4％）となっている。

81.1

1.4 13.9

3.6 (n=1,328)

誹謗中傷をするのは、人権侵害に該当する

表現の自由から、人権侵害には該当しない

どちらともいえない

無回答

※７ 思想・意見・主張・感情などを外部に向かって発表したり、表現したりする自由のこと。



28

問20. インターネットによる人権侵害を防ぐためには、どのようなことが必要だと思いますか。

次の中から必要だと思うものを選んで、○をつけてください。（複数回答可）

インターネットによる人権侵害を防ぐために必要だと思うことについては、「学校で正しい SNS

のルール・マナーについて教育を行う」（68.8％）が最も高く、次いで「インターネットによる人権

侵害に関する法律を強化する」（63.9％）、「SNSを運営する会社に人権侵害がないようにセキュリ

ティを徹底してもらう」（61.0％）、「根本は人のモラル欠如が原因、モラル（※８）向上に力をいれ

る」（52.6％）、「マスメディア（新聞・テレビ等）がSNS上の人権侵害について、情報を発信する」

（36.7％）となっている。

学校で正しいSNSのルール・
マナーについて教育を行う

SNSを運営する会社に人権侵害がない
ようにセキュリティを徹底してもらう

インターネットによる人権侵害に
関する法律を強化する

マスメディア（新聞・テレビ等）がSNS
上の人権侵害について、情報を発信する

企業の従業員を対象にSNS（人権）に
ついての研修会を行う

 根本は人のモラル欠如が原因、
モラル向上に力をいれる

その他

68.8

61.0

63.9

36.7

23.9

52.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ=1,328

※８ 道徳、倫理。人として、社会生活を営む上で守るべき行為の基準、規範のこと。
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10 さまざまな人権について

問21. あなたの身内に、結婚(縁談)の話があったとき、あなたの家族が相手に気づかれないように、

次のようなことを調べようとしたとすると、あなたはどのように感じますか。

Ａ～Ｅのそれぞれについて、あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

結婚(縁談)の話があったとき相手に気づかれないように調べようとすることに対しどのように感

じるかについて、「A 相手の素行や性格」では「感じはよくないが必要だ」（49.1％）が最も高く、

「調べるのは当然」（14.8％）も他の項目に比べ高くなっている。

一方で「D 相手の家族の収入、資産」では「調べるべきでない」（66.5％）が最も高くなっている。

A 相手の素行や性格 (n=1,328)

B 相手の家族の病歴や障がいの有無 (n=1,328)

C 相手の家族の職業や学歴 (n=1,328)

D 相手の家族の収入、資産 (n=1,328)

E 同和地区の人であるかどうか (n=1,328)

14.8

5.3

3.7

2.7

3.9

49.1

35.1

29.1

21.2

25.5

29.1

50.8

57.6

66.5

61.3

7.0

8.8

9.6

9.6

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

調べるのは当然 感じはよくないが必要だ 調べるべきでない 無回答
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問22. 感染症が蔓延し、人々の生活は制限を受けています。その中で、次の人々の行動について、

あなたはどのように思いますか。

A～Fのそれぞれについて、あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

感染症蔓延による生活制限時の人々の行動について、「いいと思う」＋「どちらかと言えばいいと

思う」の割合が高いものは、「C 感染が拡大しないように周りの人々に外出や遠出をしないよう強く

注意した」（28.3％）、「F 自分が感染するリスクを負ってでも、感染した人を手助けした」（20.0％）

となっている。

一方で「どちらかと言えばいいとは思わない」＋「いいと思わない」の割合が高いものは、「E SNS

に良かれと思い感染症に関する不明確な情報を流した」（91.2％）、「A 感染した人に対して、アルコ

ールを吹きかけた」（91.2％）、「D 感染の拡大を防ごうと感染した人の情報を SNS に流した」

（88.4％）となっている。

A 感染した人に対して、アルコールを吹きかけた (n=1,328)

B
感染した人の情報を聞き出そうと、関係したと
思われる人に聞き込みをした

(n=1,328)

C
感染が拡大しないように周りの人々に
外出や遠出をしないよう強く注意した

(n=1,328)

D
感染の拡大を防ごうと感染した
人の情報をSNSに流した

(n=1,328)

E
SNSに良かれと思い感染症に関する
不明確な情報を流した

(n=1,328)

F
自分が感染するリスクを負ってでも、
感染した人を手助けした

(n=1,328)

0.2

1.2

9.3

0.3

0.3

8.0

0.6

3.2

19.0

0.9

0.4

12.0

2.3

11.7

24.6

4.1

1.6

42.2

7.2

18.3

15.5

7.4

4.4

14.3

84.0

59.3

25.5

81.0

86.8

17.2

5.9

6.2

6.1

6.3

6.5

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いいと思う

どちらかと言えばいいと思う

どちらとも言えない

どちらかと言えばいいとは思わない

いいとは思わない

無回答
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問23. あなたは性的マイノリティ（LGBTなど）の人について、どのように思いますか。

A～Fのそれぞれについて、あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

性的マイノリティ（LGBTなど）の人についてどう思うかについて、「そう思う」＋「どちらかと

言えばそう思う」の割合が高いものは、「Ｄ 普通の人」（49.0％）、「Ｆ 自分とはかけ離れた存在」

（29.0％）となっている。

一方で「どちらかと言えばそう思わない」＋「そう思わない」の割合が高いものは、「Ｅ 変わっ

た人」（38.6％）、「Ａ あまり関わりたくない」（35.6％）、「Ｆ 自分とはかけ離れた存在」（29.2％）

となっている。

A あまり関わりたくない (n=1,328)

B 友達になりたい (n=1,328)

C 知人として関わりたい (n=1,328)

D 普通の人 (n=1,328)

E 変わった人 (n=1,328)

F 自分とはかけ離れた存在 (n=1,328)

13.8

7.8

9.1

30.6

8.1

13.6

10.9

9.5

13.4

18.4

11.1

15.4

32.8

55.0

51.4

34.6

34.4

34.4

8.3

8.0

8.3

5.3

10.3

8.0

27.3

12.8

10.1

4.7

28.3

21.2

6.9

6.9

7.8

6.6

7.7

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

無回答
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問24. もし、今後差別や人権侵害を受けるようなことがあった場合、あなたはまずどうしますか。

次の中から一つだけ選んで○をつけてください。

もし今後差別や人権侵害を受けるようなことがあった場合、まずどうするかについては、「信頼す

る人などに相談する」（27.5％）が最も高く、次いで「世の中にはいろいろな人がいるのだからと受

け流す」（19.8％）、「公的機関に相談する」（13.8％）、「わからない」（10.8％）となっている。

5.6

13.8

27.5

5.6

19.8

10.8

16.9

(n=1,328)

すぐその人と話し合う

公的機関に相談する

信頼する人などに相談する

自分を見つめ直して、その原因を考える

世の中にはいろいろな人がいるのだからと受け流す

わからない

無回答
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問25. あなたは、これまでに学校や職場、地域などで、人権問題についての教育や研修を受けたこ

とがありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。

これまでに学校や職場、地域などで人権問題についての教育や研修を受けたことがあるかについ

ては、「小学校で受けた」（27.8％）が最も高く、次いで「中学校で受けた」（26.9％）、「はっきりお

ぼえていない」（24.8％）、「職場の研修で受けた」（22.3％）、「受けたことはない」（21.6％）となっ

ている。

小学校で受けた

中学校で受けた

高校で受けた

大学で受けた

一般市民対象の講座などで受けた

職場の研修で受けた

上記以外のところで受けた

はっきりおぼえていない

受けたことはない

27.8

26.9

16.1

4.4

9.0

22.3

5.6

24.8

21.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

ｎ=1,328
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＜年代別＞

年代別でみると、「小学校で受けた」「中学校で受けた」「高校で受けた」は、年代が上がるにつれ

割合が低くなる傾向がある。60歳代では、「職場の研修で受けた」（21.4％）が比較的高くなってい

る。

(％)

小学校で受けた

中学校で受けた

高校で受けた

大学で受けた

一般市民対象の講座
などで受けた

職場の研修で受けた

上記以外のところで受
けた

はっきりおぼえていない

受けたことはない

８０歳以上
（n=184)

５０歳代
（n=320)

６０歳代
（n=345)

７０歳代
（n=390)

18.1

18.1

10.3

3.4

3.8

14.7

3.8

20.3

6.3

0 20 40

9.6

11.9

6.7

1.7

6.4

21.4

3.5

22.6

15.1

0 20 40

4.9

6.9

5.1

1.5

10.5

13.3

6.2

19.7

28.5

0 20 40

4.9

3.8

3.3

1.1

9.8

10.9

4.3

19.0

35.3

0 20 40

(％)

小学校で受けた

中学校で受けた

高校で受けた

大学で受けた

一般市民対象の講座
などで受けた

職場の研修で受けた

上記以外のところで受
けた

はっきりおぼえていない

受けたことはない

３０歳代
（n=241)

２０歳代
（n=169)

４０歳代
（n=310)

１０歳代
（n=90)

30.2

29.6

18.9

5.3

1.8

7.1

1.8

4.1

0.6

0 20 40

31.1

25.3

12.9

4.1

1.7

10.8

1.7

8.7

3.7

0 20 40

26.5

22.9

12.6

3.2

2.9

16.1

1.9

10.3

3.5

0 10 20 30

31.1

32.2

27.8

0.0

0.0

1.1

1.1

2.2

3.3

0 20 40
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問26. あなたは、伊勢市が実施している次のような人権に関する取り組みをご存知ですか。

Ａ～H のそれぞれについて、あてはまる回答の数字に○をつけてください

伊勢市の人権に関する取り組みを知っているかについて、「知っている」の割合が最も高いのは「Ｄ

空襲展」（55.0％）となっており、次いで「G 原爆被災ポスター展」（33.7％）、「Ｂ 人権講演会」

（29.8％）となっている。

一方で、「知らない」の割合が最も高いのは「Ａ 人権啓発講座（年4回）」（73.7％）となってお

り、次いで「H 国際平和デー（※９）「平和の鐘一斉鐘打」」（69.8％）、「Ｅ 差別をなくす強調月間

（街頭啓発などを実施）」（69.2％）となっている。

A 人権啓発講座（年 4 回） (n=1,328)

B 人権講演会 (n=1,328)

C 人権映画祭 (n=1,328)

D 空襲展 (n=1,328)

E
差別をなくす強調月間
（街頭啓発などを実施）

(n=1,328)

F 人権啓発パネル展 (n=1,328)

G 原爆被災ポスター展 (n=1,328)

H
国際平和デー
「平和の鐘一斉鐘打」

(n=1,328)

17.9

29.8

24.0

55.0

21.5

23.4

33.7

20.6

73.7

61.9

67.4

37.9

69.2

66.9

57.5

69.8

8.4

8.3

8.6

7.2

9.3

9.6

8.7

9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答

※９ 国際連合で定められた平和の記念日。毎年9月 21 日。国連は、この日を非暴力と世界停戦の日として、敵対

行為の停止を世界中の人々に呼びかけています。
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＜年代別＞

年代別でみると、20歳代はどの項目においても「知らない」と回答する割合が高くなっている。

ほとんどの項目において、「知らない」と回答する割合は、年代が上がるにつれ割合が低くなる傾

向がある。

n=

38 A 人権啓発講座（年4回）

38 B 人権講演会

38 C 人権映画祭

38 D 空襲展

38 E
差別をなくす強調月間 （街頭啓発
などを実施）

38 F 人権啓発パネル展

38 G 原爆被災ポスター展

38 H 国際平和デー「平和の鐘一斉鐘打」

66 A 人権啓発講座（年4回）

66 B 人権講演会

66 C 人権映画祭

66 D 空襲展

66 E
差別をなくす強調月間 （街頭啓発
などを実施）

66 F 人権啓発パネル展

66 G 原爆被災ポスター展

66 H 国際平和デー「平和の鐘一斉鐘打」

109 A 人権啓発講座（年4回）

109 B 人権講演会

109 C 人権映画祭

109 D 空襲展

109 E
差別をなくす強調月間 （街頭啓発
などを実施）

109 F 人権啓発パネル展

109 G 原爆被災ポスター展

109 H 国際平和デー「平和の鐘一斉鐘打」

152 A 人権啓発講座（年4回）

152 B 人権講演会

152 C 人権映画祭

152 D 空襲展

152 E
差別をなくす強調月間 （街頭啓発
などを実施）

152 F 人権啓発パネル展

152 G 原爆被災ポスター展

152 H 国際平和デー「平和の鐘一斉鐘打」

30歳代

40歳代

10歳代

20歳代

5.3

31.6

5.3

52.6

21.1

10.5

28.9

31.6

3.0

7.6

13.6

34.8

9.1

13.6

18.2

16.7

15.6

22.9

23.9

55.0

23.9

16.5

31.2

21.1

15.8

27.6

27.6

58.6

26.3

21.1

29.6

26.3

92.1

65.8

89.5

44.7

73.7

84.2

65.8

63.2

97.0

92.4

86.4

65.2

90.9

86.4

81.8

81.8

83.5

76.1

74.3

45.0

75.2

83.5

68.8

78.9

82.2

69.7

70.4

39.5

71.1

76.3

67.8

71.1

2.6

2.6

5.3

2.6

5.3

5.3

5.3

5.3

1.5

0.9

0.9

1.8

0.9

2.0

2.6

2.0

2.0

2.6

2.6

2.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答
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n=

188 A 人権啓発講座（年4回）

188 B 人権講演会

188 C 人権映画祭

188 D 空襲展

188 E
差別をなくす強調月間 （街頭啓発
などを実施）

188 F 人権啓発パネル展

188 G 原爆被災ポスター展

188 H 国際平和デー「平和の鐘一斉鐘打」

240 A 人権啓発講座（年4回）

240 B 人権講演会

240 C 人権映画祭

240 D 空襲展

240 E
差別をなくす強調月間 （街頭啓発

などを実施）

240 F 人権啓発パネル展

240 G 原爆被災ポスター展

240 H 国際平和デー「平和の鐘一斉鐘打」

301 A 人権啓発講座（年4回）

301 B 人権講演会

301 C 人権映画祭

301 D 空襲展

301 E
差別をなくす強調月間 （街頭啓発
などを実施）

301 F 人権啓発パネル展

301 G 原爆被災ポスター展

301 H 国際平和デー「平和の鐘一斉鐘打」

158 A 人権啓発講座（年4回）

158 B 人権講演会

158 C 人権映画祭

158 D 空襲展

158 E
差別をなくす強調月間 （街頭啓発
などを実施）

158 F 人権啓発パネル展

158 G 原爆被災ポスター展

158 H 国際平和デー「平和の鐘一斉鐘打」

50歳代

60歳代

70歳代

80歳
以上

13.8

31.4

22.3

51.6

20.7

27.7

34.0

17.0

22.1

34.6

28.3

62.1

23.3

30.8

37.5

21.7

24.3

35.2

27.2

57.1

22.6

27.2

38.9

20.3

20.9

28.5

18.4

55.1

18.4

17.7

34.2

20.3

81.9

64.9

73.4

43.6

74.5

67.6

60.6

77.7

73.3

60.4

66.3

33.3

70.8

63.8

57.1

73.3

66.8

56.1

64.1

35.9

67.8

62.1

52.2

68.4

59.5

51.9

61.4

31.0

59.5

58.9

46.8

58.2

4.3

3.7

4.3

4.8

4.8

4.8

5.3

5.3

4.6

5.0

5.4

4.6

5.8

5.4

5.4

5.0

9.0

8.6

8.6

7.0

9.6

10.6

9.0

11.3

19.6

19.6

20.3

13.9

22.2

23.4

19.0

21.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答
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問27. あなたは人権問題に関する講演会や研修会、映画祭などに参加したことがありますか。

次の中から、あてはまる回答の数字に一つだけ○をつけてください。

人権問題に関する講演会や研修会、映画祭などに参加したことがあるかについては、「一度も参加

したことがない」（71.1％）が最も高く、次いで「5年以上前に参加したことがある」（15.3％）、「5

年以内で参加したことがある」（9.4％）となっている。

71.1

9.4

15.3

4.2
(n=1,328)

一度も参加したことがない

5年以内で参加したことがある

5年以上前に参加したことがある

無回答
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問29．最後に、あなたご自身のことについて、お尋ねします。

A あなたの性別は？

性別については、「男性」が42.9％、「女性」が 49.9％、「男性・女性と答えることに抵抗を感じ

る人」が1.0％となっている。

42.9

49.9

1.0 6.2
(n=1,328)

男性

女性

男性・女性と答えることに抵抗を感じる人

無回答
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問29．B あなたの年齢はおいくつですか？ （令和4年 4月 1日 現在の満年齢）

年齢については、「７０歳代」（22.7％）が最も高く、次いで「６０歳代」（18.1％）、「５０歳代」

（14.2％）、「８０歳以上」（11.9％）となっている。

2.9 5.0

8.2

11.4

14.2

18.1

22.7

11.9

5.7
(n=1,328)

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上

無回答



41

問29．Ｃ あなたのご職業は何ですか？

職業については、「会社員等（正社員、正職員、非正社員など）」（35.0％）が最も高く、次いで「無

職」（31.3％）、「家事専業・家事手伝い」（10.2％）、「自営業・経営者（農林水産業、自由業等個人

事業主と家族従業員、会社経営者など）」（7.2％）となっている。

35.0

7.2
3.5

10.2

31.3

6.1
6.7

(n=1,328)

会社員等（正社員、正職員、非正社員など）

自営業・経営者（農林水産業、自由業等個人事業主と

家族従業員、会社経営者など）

生徒・学生

家事専業・家事手伝い

無職

その他

無回答
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問29．【Cで「1 会社員等」、又は「2 自営業・経営者」と回答した方にお尋ねします。】

D あなたの業種は何ですか？

業種については、「サービス業（情報通信、運輸、不動産、飲食、宿泊、電気、ガス、水道 など）」

（24.4％）が最も高く、次いで「建設業、製造業」（21.7％）、「医療、福祉」（15.2％）、「公務」

（11.9％）となっている。

農業、漁業

建設業、製造業

卸売業、小売業

金融業、保険業

医療、福祉

サービス業（情報通信、運輸、不動産、
飲食、宿泊、電気、ガス、水道 など）

公務

その他

3.2

21.7

9.3

3.7

15.2

24.4

11.9

11.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

(n=561)
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問29．【Cで「1 会社員等」と回答した方にお尋ねします。】

E あなたの雇用形態は？

雇用形態については、「正社員、正職員」が 60.4％、「非正社員」が 37.4％となっている。

正社員、正職員

非正社員

60.4

37.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(n=465)
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問28. 【自由意見】あなたが人権問題について日頃から感じていること、市がこの問題について、力

を入れて取り組むべきことなど、ご意見がありましたら、ご自由にお書きください。

２２６人の方からご意見をいただきました。主なご意見は以下のとおりです。

<人権全般について>

○人権を守ると一口に言っても、人権に対する考え方は人によって様々です。一朝一夕に解決する問

題だとは思いません。かと言って、何もしないでも良いと言っているわけではありませんが。

○差別を容認したり無関心だったりする人を、頭ごなしに否定するのではなく、何故そうせざるを得

ないのかの根本の原因を解明する努力をするべき。安易な善悪の線引きは、逆差別になる可能性が

ある。

○配慮される側、する側それぞれの年齢、性別、個性、特徴、多様性を大切にしあい、他人を守り、守

られているとの人とのかかわりあいを基本として人生を学習、教育、研鑽の場として、自己の確立と

成長を目指す生き方を共有していきたい。あわてず騒がず日本人として、伊勢人としての誇りを常

に意識し街づくりに参加したい。

<人権に関する啓発・（大人への）教育について>

○やはり差別意識や物事の見方、発言、発信のやり方などは家庭内での親から子への影響が大きい。親

たちの人権意識、ちょっとした発言が子どもの発育に大きく関わってくることをもっと自覚させた

ほうが良い。そのために、母子手帳交付時、プレ親講座、１才半健診などの際に、人権教育をすべき。

○人の心の問題だから折に触れ、啓発、指導などは必要だと思います。

○教育、研修、啓発を持続して行うことが重要。

<女性・男女共同参画について>

○先程のアンケートでもありましたが、女性が「○○をするべき」という偏見が未だに残っていると思

います。だから、「男性の育休を推進する」のではなく「男性も育休をとるべき」という考えに社会

全体が変化していくといいなあと思います。

<子どもについて・子育て支援・教育について>

○人に対して思いやりや、自分がされて「イヤ」な事をしないことが大事だと思います。自分勝手な人

をなくすのはどうしたらいいのか。やはり、子供の時の教育だと思います。

○学校などにカウンセラーもしくは、相談員を配置するのは良いと思います。

○子供から、差別意識をもたせない。人格の形成。

○人権に関する教育をいたるところで（このアンケート内で）学校で教育を行うとありますが、学校の

先生方は多忙であるため、学校で教育を行うことをさせるなら別に要員を配置、派遣して子供達に

教育を行うようにするべきだと思います。これ以上学校に負担を強いるのは無理だと思います。

<高齢者について>

○独居老人が増加している。住みなれた土地で生活できる様に考えてほしい。

○高齢者の活躍できる再就職先をたくさん作ってほしい。
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<障がい者について>

○障がいの子供がいるが 30 年前と比べると、社会の理解や社会資源は増え、生活しやすくなってい

る。以前は保育園や小学校にも通えない時もあった。町より田舎の方が考え方が古く、伊勢市もそう

だと思う。知らない、関心が低いことから、変だ、おかしいという差別が生まれる。知ること、交流

する中から理解が生まれると思う。

○相談窓口などの充実・周知。障害者の方が自立できる環境。

<インターネット・SNS について>

○SNS等を通して、簡単に他人の事を誹謗中傷する話を聞くと、心が痛みます。その様な事が言えな

いように、セキュリティー面等で何かできないのでしょうか。

○SNS等の誹謗中傷や適切でない発言を軽い気持ちでネット上に発信しているのを見ることが多い、

見つけてしまった人もその言葉を浴びせられた人も不快な気分になるので、特に小、中学校でのSNS

の使い方についての講習で、犯罪になり得るということを交えて厳しく教えるべき。そして、スマホ

等を持つ小、中学生の親にもそのことを知ってもらうべき。

<LGBTQ について>

○LGBT、ジェンダー問題は、学校での性教育の強化が重要だと考える。

<同和問題・部落差別について>

○同和問題の取組について一般市民には具体的な事は、報告されていない。明確に伝えてほしい。

○同和の問題は、申し訳ないですが、心のどこかで気になり、どうすればいいのかわからないです。今

の時代若い方々は気にしていない様に思いますが、50代以降の方は口には出さないですが何かひっ

かかってしまいます。

○ある同和地区の会合で地区の方々と話し合ったことがありました。その時部落の一人の方が「自分

の子は部落民である事を一生知らずに過せたらそれが一番幸せだ」と言われたことがありました。

同和問題に関してはそっとしておいてほしいと思っている方も案外多いのではないかと思います。

また、それが同和問題解決によい結果を招くのではないでしょうか。

<人と人とのつながり・地域での協力について>

○人と人との会話が昔より少なくなってきたように感じます。

○幼き頃からの交流が最も大切と思います。また、親の理解と交流があれば、自然と壁がなくなる。毛

嫌いをする世代の言葉を聞くと、明るさがなくなる。暗くなる。地域の特性かな。

<アンケートについて>

○文字が小さく難しい質問であまり回答することが出来ませんでした。

○アンケートは５分ぐらいで書けるものにしていただきたいと思いました。

○人権問題にかかわった当事者はすごく心が折れたと思います。どの問題も当事者にとっては大変な

ことで、このようなアンケートにも、そんな人がいっぱいいるのだと知りました。もっとたくさんの

人に知ってもらうためにも、アンケート人数をふやすのも１つの手段だと思いました。
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<伊勢市への意見・要望・提案等（人権関連以外）>

○伊勢市では、「一人ひとりが輝くために」と、17の課題を挙げて取り組んでいますが、市民の方々に

ほとんど理解されていないと感じています。市長みずから、自分の声で、（役所の方々の原稿を読ん

でいるだけではなく）啓発していく機会、場所が必要だと思います。人権問題は非常にむずかしい課

題ですが、トップ（市長）のイニシアティブがためされる時だと感じています。

○伊勢市は極めて保守的な地域であり、新しい取組を積極的に取入れてほしい。

<その他>

○世界が一日も早く平和な日々が続きますようお祈り致します。

○子供が公園で元気に遊べる事を願います。

○どんな場所や場面、どんな人にでも自分の考えや思い意見が、話せて、聴いてもらえる様になればい

いですね。

○人権問題について、あまり考えた事は無い。

○外国人に日本語を教える学校があればいいと思います。
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Ⅲ 参考資料 アンケート調査票
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※用語説明

1. 性的マイノリティ

（LGBT）

・・・ 同性が好きな人や、自分の性に違和感を覚える人などのことをい

います。ＬＧＢＴと表現されることもあり、女性同性愛者（レズビア

ン：L)、男性同性愛者（ゲイ：Ｇ）、両性愛者（バイセクシュアル：

Ｂ）、体の性と心の性が違う人（トランスジェンダー：Ｔ）の頭文字を

とっています。

2. ＳＮＳ ・・・ Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サー

ビス）の略で、インターネット上で社会的なネットワークを作り出す

サービスのこと。Twitter（ツイッター）、Facebook（フェイスブッ

ク）、LINE（ライン）、Instagram（インスタグラム）などがありま

す。

3. 誹謗中傷 ・・・ 根拠のない悪口を言いふらして、他人を傷つけること。

4. HIV（エイズ） ・・・ ヒト免疫不全ウイルスのことで、このウイルスに感染することによっ

て免疫の機能が著しく低下して発症するのがエイズ（AIDS：後天

性免疫不全症候群）です。感染力は弱く、血液や体液を介して感

染します。感染したとしても体内での増殖を抑える治療薬が開発

されており、エイズに進行する患者は少なくなっています。

5. バリアフリー ・・・ 人が社会に参加する上での障壁（バリア）をなくすこと。

6. 同和地区 ・・・ 日本社会の歴史的過程の中で形づくられた身分的差別などによ

って、経済的、社会的、文化的に低い状態を強いられてきた地区の

こと。

7. 表現の自由 ・・・ 思想・意見・主張・感情などを外部に向かって発表したり、表現し

たりする自由のこと。

8. モラル ・・・ 道徳、倫理。人として、社会生活を営む上で守るべき行為の基準、

規範のこと。

9. 国際平和デー ・・・ 国際連合で定められた平和の記念日。毎年 9月 21日。国連は、

この日を非暴力と世界停戦の日として、敵対行為の停止を世界中

の人々に呼びかけています。



64

伊勢市人権問題に関するアンケート調査

調査結果報告書

発行・編集：伊勢市役所 環境生活部 人権政策課

住 所：〒516-8601 三重県伊勢市岩渕 1丁目 7番 29 号

発行年月：2023 年（令和 5年）9月


